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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・参議院議員選挙の不在者投票があります。日程は7/19(木)・20(金)と7/23(月)～28(土)までです。詳しくは参議院議員選挙についての用紙があるので、各自確認して下さい。また、業務分担表に選挙に行くスタッフをつけていくので、必ず行くようにしましょう。

・「精神看護エクスペール」の参考書のパンフレットが来ています。全部で20巻まであるので、興味がある分野など、欲しい参考書がある方は注文して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・寺地　利代子様～義歯が合わないとの事で歯科受診希望されています。ご家族へ連絡し許可が出た為、歯科予約しています。

・中川原　義雄様～右前歯と右奥歯が欠けている為、治療をしたいとの事で歯科受診希望されています。医事には連絡し、歯科予約しています。

・田端　テル様～自宅から持参していた白癬の軟膏がなくなった為、明日の皮膚科診察で診て頂き、処方してもらうとの事です。

＜週間連絡＞

・7月10日(火)～11日(水)…採血

　　11日(水)…川端Ｄｒ診察

心電図14：30～

　　　　　　　　榮田　豊様　家族面談15：00～(第二診察室)

　　　12日(木)…田端　テル様　17：00～14日(土)17：00まで外泊予定

　　　13日(金)…食事サービス委員会16：00～(スタッフは中野ＣＷです)

＜田名部Ｄｒ　ＮＣＰ評価・検討＞

・畑中　成夫様～緑の手帳を申請する為、市役所に行きたいと外出要求聞かれていますが、7/27を外出予定としています。付き添うのは病棟スタッフ2名、ＳＷ1名、田名部Ｄｒ、姉様の予定となっています。

　　　　　　　　臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　リントン(精神神経用剤)(1.5)　1Ｔ

　　　　　　　　レボトミン(精神神経用剤)(25)　1Ｔ　　　　1×vds/2Ｔ　以後定期

・小林　理恵様～血圧高値見られている為、以下の内容で臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　ヘルツベース(不整脈用剤)(10)　3Ｔ

　　　　　　　　コリネールＬ(血管拡張剤)(10)　3Ｔ(2－0－1)　　　　3×ndE

　　　　　　　　ジェイゾロフト(精神神経用剤)(25)　4Ｔ

　　　　　　　　ロヒプノール(催眠鎮静剤)(1)　2Ｔ

　　　　　　　　グッドミン(催眠鎮静剤)(0.25)　2Ｔ　　　　1×vds/14Ｔ

・畑中　徹様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　7/25の家族勉強会に妻様が参加することに対して、「最初は困惑するとこ

　　　　　　　ろもあった」と話されていますが、今はある程度了解出来ている様子が見

　　　　　　　られています。

・上野　千奈津様～臨時薬継続処方となっています。

疾病教室は表情良く、眠気の方も見られず参加出来ています。病気についてこれまでの自分の症状と照らし合わせて理解出来ているところもあるとの事。幻覚については今は殆どなくなってきていると本人話されています。今月下旬を退院予定としています。

・田端　テル様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　　7/12外泊予定となっているが、家出の生活にまた慣れていき、退院を目指していく事を話し合っています。また、膝の痛みを訴える事ありますが、経過観察との事です。

・中森　みや子様～不満や訴えは聞かれていませんが、「家で静養したい。ここにいても意味がない」と本人話されています。

＜医療機能評価について＞

・医療機能評価は8/23、24の予定です。

・今回はver５でアウトカム(成果)が求められます。

　Ver５の領域は１～８まであるが、今回は「医療の質と安全の為のケアプロセス」を見る。

　→倫理的問題についてカンファで話し合っていく必要がある。

・青箋のＤｒサインは必ず記入してもらう。診察についたスタッフは必ずサインをもらう

　ようにしましょう。

・皮膚科の治療箋で「ｄｏ」と書いている部分がありますが、月初めはｄｏではなく、内

　容を細かく書くようにする。

・薬の処方が変更になった場合は、変更になった理由を記録にきちんと書く。また、薬が

　変更になったら看護記録のケアプランも変更していく。

・入院形態が変更になった患者様は看護計画に入れていく。Ｄｒにも分かるように青箋に

　も記載する。

・診察の際にＤｒに必ず記入してもらう事

　→薬が変更になった理由と内容

　　入院形態が変わった理由

　　処遇(理由と内容)

　　入院時は入院目的、入院計画を青箋に書いてもらう。

